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長崎 県 野 母 半島 で 見 出さ れ た 宮崎 肺 吸虫 に つい て 


今井 淳一 , Wea who, Fe A ON) 
長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 寄生 貝 学部 門 (主任 : EAMA) 


Distribution of Paragonimus miyazakii in Nomo Peninsula, Nagasaki Prefecture 
Jun-ichi IMAI, Yuji SAKAGUCHI* and Daisuke KATAMINE (Department of Parasitology, 
Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University) 
ABSTRACT: From 11 foci in Nomo Peninsula, Nagasaki Prefecture, 142 snails, Bythinella 
(Moria) nibbonica and 1,661 fresh water crabs, Potamon dehaani were collected and examined 
for the Paragonimus infection. In this survey the snails, the first intermediate host of P. 
miyazakii were first found in Nomo Peninsula. Also one individual out of these snails was 
proved to be naturally infected with Paragonimus redia and cercaria. The incidences of 
metacercarial infection of Paragonimus in the crabs were 2.9 to 73.7% (mean: 47.7%). 
The number of the larvae per crab varied from 1 to 47 with an average of 4.6. The 
morphological characteristics of metacercariae and adult worms or eggs which were obtained 
from the crabs and experimentally infected animals, respectively were as follows: 1) The 
mature cysts of metacercariae were usually spherical, with an outer wall and a thick inner 
wall consisting of two layers. The cysts were larger than that of P. westermani in size 
generally and it had no pinky granules in the body and no stylet in the oral sucker. 2) 
Cuticular spines growing on the body surface of adult worms were scattered singly in any 
individuals. The ovary had characteristic complicated branching, consisting of several main 
lobes, each lobe being subdivided into smaller lobulations. 3) Most eggs were typically 
oval in shape with maximum width in the middle part, measuring 64.0-89.3 x 40.0-52.9 q. 
The very thin shell had an uniform thickness and there was frequently a very small knob 
at the opposite pole to the operculum. From the findings above mentioned, present lung 
flukes were identified as P. miazakiz Kamo et al., 1961. 
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HA b ARI BI UU Paragonimus miy- の 河川 の サワ ガニ Potamon dehaani を 調査 し て 本 
azakit Kamo et al., 1961 は 静岡 県 を 北限 と し て 近 種 肺 吸虫 の 広範 な 分 布 を 明らか に し て いる . 最近 , E 
B NE その 12 府 県 に わた り 分 布 が 内 及 下 虫 に よる 人 体 寄生 例 が 柄 川 ら 197 わ 。 抹 ち Q9 

に され て いる . 長崎 県 に お いて も 片 峰 ら 1962, 74), 薬袋 ら (1974, 1975) に より 報告 され て 以来 , 林 
i goo p iie Aqui 肺 吸虫 が 医学 的 に も , ER ARG Rd 
ICI SAC AGES, BESTES X OH HAREL LCHRASH TOS. こう し た 症例 は 今後 
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も 更に 追加 され る 事 が 充分 に 予想 され る . 従っ て , 宮 
崎 肺 吸虫 の 分 布地 を 明らか に し て お く こ と と は 疫学 上 意 
義 深 いも の と 考え られ る . 

今回 , 著者 ら は 長 崎 県 に お いて これ 迄 に 未 調査 の 野 
RPPEES, 特に その 長崎 市 区 域 な ら び に その 近郊 地区 を 
対象 に 宮 財 肺 吸虫 の 調査 を 行なっ た . その 結果 , SIL 
く サ ワウ ガニ に お ける 宮崎 肺 吸虫 の 濃厚 な 浸 淫 地区 を 見 
出し , 更に 第 1 中 間 宿 主 で ある ホラ アナ ミ ジ ン ニ ナ 
Bythinella (Moria) nipponica Mori, 1937 か ら も 
本 肺 吸虫 と 思わ れる レジ 幼虫 お よび セル カリ ア を 検出 
し た の で , その 調査 成績 , 動物 実験 成績 , 幼虫 お よび 
成虫 の 形態 な ど に つい て 報告 する . 

材料 お よび 方 法 

本 調査 で は Fig. 1 に 示し た 長崎 県 野 母 半 島 の 11 地 
区 を 対象 に その 渓流 の サワ ガニ ア ozZzzoz dehaani 3 
よび カイ Bythinella (Moria) nipponica を 採集 し , 
これ ら に 寄生 する 肺 吸虫 の 検索 を 行なっ た . 

野 母 半島 の 地理 的 状況 は 半島 の ほぼ 中 央 に 最も 高い 
八郎 后 QE 590m ) が 位置 し , これ を 中 心 に 狭い 尾 
根 が 南北 に 従 断 し て いる . この 尾根 を 境 と し て 急斜面 
が ーー 方 は 長崎 落 に , 他方 は 天草 灘 に 面 し , その 斜面 か 
ら 清 出す る 渓流 の 長き は 概ね ユー1.5km で ある 。1971 
年 か ら 1975 年 に わた っ て 渓流 の サワ が = 1.,661 個 体 
を 採集 レ し メタ セル カリ ア の 自然 感染 を 調べ た . 特に 肝 
fà, ME. SS. 生殖 器官 お よび 甲殻 内 皮膜 な ど は 入念 
に 精査 し た . また , 脱 燈 メタ セル カリ ア は ブ ア ン 液 で 


NAGASAKI CITY 


Kogabura Dam 


NAGASAKI BAY 


Yanag idawe f . 
3 Mivazuri * 


Saonoura da m 6 


I 


lira Vand » 


APR. 


+ 
Supr ils; Ha 


/ 


Fig. 1. Map of Nomo Peninsula showing the 
location of surveyed areas. 
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固定 後 そ の 形態 観察 と 計測 を 行っ た . 一 方 , 得 ら れ た 
メタ セル カリ ア の 一 部 は 6 頭 の ネ ュ と 3 頭 の ダイ ュ ク 
ネズ ミ に 経口 投与 し , その 後 21 日 か ら 220 日 まで の 間 
に 前 検 し て 成虫 を 回 収 し 圧 平 染色 標本 を 作製 し て 観察 
Lk. H, 生鮮 虫 体 を 10 ダ ホル マリ ン 液 で 固定 後 , 体 
表 を 剣 離 し 水 に 封じ て 皮 蘇 を 観察 し た . また , ネ ュ に 
お ける 感染 実験 で は その 後 の 経過 日 数 に 伴 な う 躍 体 
の 発育 状況 を 追究 し た . カニ に メタ セル カリ ア 寄 生 が 
高 率 に み ら れ た 柳田 お よび 竿 ノ 浦 地区 で 第 1 中 間 宿 主 
と 目 さ れる ホラ アナ ミ ジ ン ナ を 採集 し た . 採集 し た こ 
の 徴 小 内 は 軽く 破砕 し た 後 , 少量 の 水 と 共に 時 計 皿 に 
入れ 実体 顕微 鏡 下 で 肺 吸 虫 幼 虫 の 自然 感染 の 有無 を 調 
べた . H, 検出 きれ た レジ ア お よび セル カリ ア は 10 め 
ホル マリ ン 液 で 固定 後 , 各部 位 の 計測 を 行なっ た . 


成 績 


D ホラ アナ ミ ジ ン ニ ナ に お ける 肺 吸虫 幼虫 

柳田 地区 の 渓流 で 採集 し た ホラ アナ ミ ジ ン ニ = ニナ 
(Photo. 1 ) 51 個 体 を 破壊 検査 し た が 肺 吸虫 幼虫 は 見 
出さ れ な か っ た だ た. 一方, 竿 ノ 浦 地区 で は 91 個 体 の 検査 
で 1 個体 0.122) CRED SF (Photo. 2) お 
よび セル カリ プア (Photos. 3 & 4) の 自然 感染 が 証明 
され た . これ ら の 肺 吸虫 幼虫 は 共に 内 の 中 腸 腺 か ら 見 
出さ れ , その 寄生 数 は レジ ア 12 個 体 , セル カリ ア 26 個 
体 で あっ た . 見 出さ れ た レジ ア は 総 て 第 2 代 レ ジア で 
肺 吸虫 と し て の 形態 的 特徴 を 呈し て いた . 即ち , AM 
虫 は 長 円 筒 形 で 殆 ん ど 運 動 性 を 示さ ず , 体内 に cerca- 
rial embryo を 蔵 し , 著 大 な 咽頭 , ECO CENE 
の 腸管 , 更に は 咽頭 側 部 に 産卵 門 が 明瞭 に 認め られ 
jc. これ ら の 生鮮 標本 9 個体 に つい て の 計測 値 は 
Table 1 に 示し た . 即ち , 体長 平均 583 (512--640 め , 
体 幅 平均 148g (128—1679) で 体長 と 体 幅 の 比 は 3.93 
(3.3—4.8) で あっ た . 

一 方 , セル カリ ア は レジ ア と 異な り 活 発 た 便 久 運動 


Table 1. Measurements of 2nd generation 
rediae from snail 
(9 specimens) 


Average (9) Range (D 


length 583 512-640 
Body widih 148 128-167 
length 50 49- 54 
Pharynx width 47 39- 54 
Intestine length 130 118-138 


を 示 し, その 大 き さ は レジ ア よ り 和 佑 か に 小さ い . 形態 
的 に は 口 ・ 腹 の 両 吸盤 を 有 し 口 吸盤 中 央 か ら は 著 明 な 
完 刺 部 が み ら れ 尾 端 に は 球状 の 短 尾 を 有する . その 
fü, 肺 吸虫 セル カリ ア の 終末 細胞 式 が 種 の 特徴 を が す 
と され て いる が , 今回 は その 詳細 な 観察 は 行なわ な か 


Table 2. Measurements of cercariae from snail 
(10 specimens) 
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っ た . セル カリ ア 生 鮮 標本 10 個 体 に つい て の 計測 値 は 
Table 2 に 示し た 如く , 体長 平均 246g (226—277 0), 
体 幅 平均 89g (708—980) で 体長 と 体 幅 の 比 は 2.77 
(2.5—3.1) で あっ た . 
2) メタ セル カリ ア の カニ に お ける 寄生 状況 
各地 区 の サワ ガニ に お ける メタ セル カリ ア 調 査 成績 
は Table 3 に 要約 し た . 今回 の 調査 で は 総 て の 採 
集 地 の カニ か ら 肺 吸虫 メタ セル カリ ア が 証明 され , 


Average (2) Range (40 1.661 個 体 の カ = の うぅ や ち 792 個 体 (47.7 う に その 寄生 が 
pos length 246 226-277 認め られ た . 地区 別に みる と その 寄生 率 は 2.975] D 
width 89 78- 98 73.794 LE し い 差 が あり 一 般 に 長崎 湾 に 面 し た 斜面 の 
E 渓流 の カニ に 寄生 率 の 高い 傾向 が か み ら れ る . な か で も 
Oral sucker length 43 a Dy idus ' ua E ins. ° . E» 
width 46 34- 49 八郎 后 に 最も 近接 し た 竿 ノ 浦 地区 お よび 柳田 地区 は 者 
Acetabulum length 33 29- 34 し く 高 率 で , 前 者 は 73.7 ダ (384/521), 後者 は 63.0 
t 
een NU EAE 39 29- 34 (184/292) で あっ た . EK, メタ セル カリ プア 陽性 の カ 
= x4 ty の 寄生 数 は 竿 ノ 浦 地区 は 平均 5.5 
Stylet length 27 24- 31 CUBE GLAS Roc mU EE es 
個 ) で 最も 多く , 他 の 地区 で は いずれ ゃ 平均 2.0 個 以 
Table 3. Examination of crabs (Potamon dehaani) for metacercariae of 
P. miyazakit 
Station No. of crabs No. of metacercariae 
Locality lis See Percentage —s i 
' examined infected total average 
1 48 4 8.3 4 1.0 
| 2 59 8 13.6 10 1.3 
SU 3 89 7 7.8 1 1.6 
4 37 15 40.5 29 1.9 
Yanagida 5 292 184 63.0 1,119 6.1 
Saonoura 6 521 384 73.7 2,108 5.5 
Hirayama 7 179 64 35.8 147 2.3 
Sugahara 8 208 76 36.5 144 1.9 
Totao 9 69 2 2.9 2 1.0 
Chiji 10 48 20 41.7 35 1.8 
Miyazuri 11 111 28 25.2 40 1.4 
Total 1,661 47.7 3,649 4.6 


fi 


Table 4. Yearly change in infection rate of crabs for P. miyazakii at Saonoura 


No. of crabs 


No. of metacercariae 


Date of survey — Percentage 
examined infected total average 
1971. 5 76 42 55.0 121 2.9 
1973. 7 130 104 80.0 605 5.8 
1974. 1-5 142 116 81.7 751 6.3 
1975. 2-7 173 122 70.5 651 5.3 
2,108 5.9 


Total 
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下 で ある . 告 ノ 浦 地区 に お ける 5 ヶ年 間 の 季節 別 の 追 
跡 調 査 で も Table 4 に 示す 如く , その 感染 率 お よび 寄 
生 数 に 殆 ん ど 変 動か み ら れ ず 著 し く 高 い 感染 が 保持 さ 
れ で ゆい だ 。 次 に 演 / 肛 で と よれ だ みこ に つの いて うみ も シル 
カリ ア 寄 生 部 位 を 調べ た . 107 個 体 の カニ で 肝臓 に 寄 
生 を 認め た カニ は 47 個 体 (43.9), 心 域 31 個 体 29.0 
26), EARS 14 個 体 (13.1), 甲 殻 内 被膜 15 個 体 14.0 
Yo) で あっ た . な か に は 総 て の 各 臓 器 に スタ セル カリ 
ア 寄 生 を 認め ぬ め た カニ も 見 られ た が , 人 鯉 に は 発見 され て 
いな い . これ ら の 各 臓 器 別 に 見 た メタ セル カリ アテ 寄生 
数 は 肝臓 124 個 (平均 2.6408), iE 16148 (平均 5.2 
個 ), 生殖 器 32 個 (平均 2.3 個 ), 甲 毅 内 被膜 29 個 C 
均 1.9 個 ) で あっ た . この 様 に メタ セル カリ アテ の 検出 
部 位 は 肝臓 で 最も 顔 度 が 高い が , その 数 は 心 域 に 最も 
多い だ と の わっ た 。 
3) メタ セル カリ ア の 形態 

カニ か ら 得 られ た メタ セル カリ ア を Photo. 5 に , 
その 計測 値 を Table 5 に 示し た . この 幼虫 は 内 
外 2 層 の 膜 に 援 われ , 内 膜 は 厚く 更に 2 層 か ら 成 り , 
外 膜 は 薄く 1 層 で ある . また , カ = の 心 域 か ら 取り 出 
し た メタ セル カリ ア の 一 部 に は 固有 の 外 膜 の 外側 に 東 
CEE TE VS URORT MEn T HERE o ss e ra 
する 無色 透明 な 被膜 を 有する も の が み ら れ た . ARES 
殆 ん ど 球 形 ま た は 椿 円 形 で , その 内 部 幼虫 は 淡 黄 色 を 
生 し ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 メ スタ セ ルカ リア に る られ る 
次 紅色 の 色素 頼 粒 は 認め られ な い . 肉 論 の 大 き さ は 
200 個 体 平均 で 457x462g, また 内 膜 の 厚 さ は 平均 
20.9 エ 4.7g で あっ た . 


Table 5. Measurements of metacercariae of 
P. miyazakii 
(A) Encysted metacercariae (200 specimens) 


Inner cyst wall Average ( "y Range (5 
Diameter 457 x 462 377 一 546 x 388—551 
Thickness 21 6—34 


(B) Excysted metacercariae (21 specimens) 


Average (9) Range ( め ) 


length 765 610-995 
Body 

width 366 325-414 

length 82 69- 94 
Oral sucker width 90 78- 99 

length 130 108-152 


Acetabulum width 135 118-158 


Measurements (in mm) of P.miyazakii recovered from cats and rats experimentally infected 


Table 6. 
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Days after 
infection 


Animals 


(0.53) 


(1.61) 


1.19-2.08 0.35-0.70 
0.38-0.63 0.60-0.75 0.53-0.73 0.78-1.38 0.63-1.23 0.95-2.50 0.38-1.06 


(0.55) (0.56) (0.92) (0.74) 


0.48-0.60 0.50-0.61 0.45-0.63 0.83-1.01 0.63-0.88 
(0.54) 
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(0.55) 
1.19-2.38 0.45-1.13 


(0.68) (0.66) (1.19) (1.03) (1.62) 
0.63-0.93 0.70-1.00 0.60-1.10 1.19-1.63 0.94-1.40 


(0.54) 


9-2.5 
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P5 
(2. 


(4.0) 


(8.4) 
8.3-10.8 3.7-4.8 


5.2-10.0 2.2-4.9 


60 


Cat No.6 


(0.70) (0.78) (0.75) (1.45) (1.16) (1.70) (0.81) 
0.30-0.98 0.85-0.95 0.75-0.98 1.76-2.60 1.20-2.24 2.13-5.36 


0-2.5 
2) 


ds 
(2. 


12 
(9.2) U.D 
10.6-14.3 4.6-6.2 
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Cat No.8 


1.00-2.24 
(0.79) (0.88) (0.88) (2.16) (1.69) (3:17) (1.63) 


2.7 


.l- 
(2.3) 


220 16 
(12.3) (5.3) 


Cat No.9 


(0.64) (0.06) (1.10) (0.73) (1.64) (0.72) 


0.38-0.67 0.60-0.69 0.57-0.69 0.94-1.26 0.53-0.96 1.56-1.74 0.57-0.80 


.2) 


1.8-2.4 
(2 


(3.0) 


0.0- 7.1 2.8-3.1 
(6.6) 
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Rat 


(0.49) 


Figures in parentheses are averages. 


Wide L TH o Hi Lie (Photo. 6 ) は 活発 に 伸縮 
MERA ANT OS, 僅か に 加熱 し て 体長 を 充分 に 伸展 させ 
た も の は 長 柏 円 形 で ある . cope 21 個 体 の 計 
測 値 は Table 5 に 示し た よ ょ よう に 体長 平均 765g (610— 
995 め , 体 幅 平均 366g (325—149) で 体長 と 体 幅 の 
比 は 2.101.75~2.57) で あっ た . また 日 吸盤 は 従 径 平 
均 82g (69--94 め , 横 径 平均 90g (78—9910, RHE 
(SHEE FIZ 1308(108—15209), REF 135p (118— 
1984) で 口 吸盤 より 可 成り 大 きい . これ は セル カリ ア 
の 腹 吸 盤 が 口 吸 盤 よ り 小 さか っ た の と 比べ て 差異 が る み 
られ る . また , 観察 し た 限り の 被 論 幼 虫 お よび 脱糞 幼 
虫 で は 日 吸 部 背 緑 の 窪 刺 球 は 全く 認め られ て いな い . 


4) 動物 へ の 実験 感染 

実験 感染 に は 3 頭 の ダイ ュ ク ネズ ミ と 6 頭 の ネ ュ を 
用 い , 前 者 に は それ ぞ れ 5 個 , 後者 に は それ ぞ れ 35 個 
DARUNAY TRREARG Lie. 投与 後 葉 便 内 排卵 
開始 まで の 日 数 は ダイ コク ネズ ミ で 65 日 80 日, ネ 
ュ で は BlH65H 7C, ネ ュ を 宿主 と し た 場合 が い ず 
れ ゃ 早かっ た . また , 成虫 の 回 収 率 は ダイ ュ ク ネズ : 
で 20~60%, ネ ュ で は 40~80% で あっ た . H, 割 
検 時 に お ける 申 体 の 検出 部 位 は 殆 ん ど 肺 実質 の 虫 若 運 
か ら で あ っ た が か, 一 部 は 胸腔 内 に も 見 出さ れ た . ま 


だ た だ, ネコ で は メタ セル カリ ア 投 与 後 210, 60H, 120 


日 お よび 220 日 に 殺し 虫 体 の 発育 状況 を 比較 観察 し 
だ た だ. これら の 実験 動物 か ら 得 た 虫 体 の 形態 と 計測 値 は 
Photo. 8, Table 6 に 示し た . 即ち , EEROR HIRR 
に 得 ち られ た 虫 体 の 大 き さ の 平均 は , そ れ ぞ れ 6.4x2.5 
mm, 8.4x4.0mm, 9.2x4.1mm お よび 12.3 x 5.3mm 
Chote. 体長 と 体 幅 の 比 は それ ぞ れ 2.6, 2.1, 2.2 
お よび 2.3 で 虫 体 の 大 き さ に は 関係 な く 略 一 定 で あ 
D. 体長 と 頭 端 より 腹 吸 盤 中 心 ま で の 長き さと の 比 で も 
同様 の 関係 が か み ら れ , その 値 は 2.6~2.9 で あっ た . 
その 他 , 口 吸盤 , 腹 吸盤 , 生 殆 器 な どの 各 臓 器 の 大 き 
さ に お いて も Table 6 に 示し た 如く 感染 後 の 経過 日 
数 に 伴 な っ て 増大 し , 特に 卵巣 で は 虫 体 の 大 き さ と 概 
ね 平行 し て 発育 する 傾向 が み ら れ た . この 生 靖 器官 に 
つい て は 感染 後 21 日 目 の 虫 体 (Photos. 8 & 9) で も 既 
に 卵巣 の 形成 と 分 岐 , 子宮 お よび 子宮 内 卵 , 精巣 な ど 
の 形成 が 明らか に 認め られ た だ た. AL, この 時 期 で は ネ 
a REACER RD IDo. 一 方 , 感染 後 140 
日 月 に ダイ ュ ク ネズ ミ か ら 得 た 貝 体 の 大 き さ は 5 個体 
平均 で 6.6x3.0mm で あっ た . これ は ネコ か ら 21 日 
目 に 得 た 虫 体 (6.4x2.5mm) に 相当 する 大 きき さ で あ 
る が , いずれ も 子宮 内 に 虫 卵 を 充満 し 糞便 内 へ の 排卵 
を 認め た こと な どか ら 充 分 な 成 惑 忠 体 と 考え られ る . 


5) 成虫 お よび 虫 卵 の 形態 

庄 平 染色 標本 に つい て 上 成虫 の 内 部 構造 を みる と 
0.50—0.98mm 大 の 口 吸 盤 が 体 の 前 端 に あり , SOU 
後に 球状 の 咽頭 , 次 いで 短い 食道 を 経て 2 本 に 分 岐 し 
た 腸管 に 連なっ て いる . また 腹 吸 盤 は 体 の 前 1/3 の 中 
央 部 に あり , その 大 き さ は 0.75~0.98mm CHS. 
卵巣 は 腹 吸 解 後 方 音 面 に サ ンコ 状 に 複雑 に 分 岐 し , そ 
の 大 き さ は 1.20~2.60mm CAA. この 分 岐 状態 は ウ 
ェ ス テル マン 肺 吸虫 より も 複雑 で ある が 大 平 肺 明 虫 竹 
で は な い . ETARA TEE C DE IEL LORS o 
て 長く 伸び , その 大 き さ , 形 は 左右 不 対 称 で ある . 大 
き さ は 2.12—5.36x1.00—2.24mm で 卵巣 より 大 き 
v. md deii o Bie ibd 0X ES 
差異 が みみ られ る が 殆 ん ど 単 生 で , その 先端 は 鈍 円 で 中 
央 に 1 一 数 条 の 従 線 が み ら れ , Tuum JU c 
裂け て いる も の が 観察 きれ た . Photo. 12 HEURE 
FAD RRR RLEbDCAS. また , ダイ コク ネズ ミ 
か ら 得 た 虫 体 の 形態 ほ ネ ュ の それ と 殆 ん と 同様 で あっ 
た が 各 臓 玩 の 大 きき さき は いずれ も 小さ く , その 計測 値 の 
比較 を Table 6 に 示し た . 

他方 , 実験 動物 の ネ ュ , ダイ コク ネズ ミ お よび 自然 
感染 の 野生 動物 (イタ チ と 思わ れる が 未確認 ) ORE 
便 に 排出 され た 虫 卵 を それ ぞ れ 100 個 な いし は 50 個 に 
つい て 行なっ た 計測 値 を Table 7 に 掲げ た . その 大 
ZS, 形状 は 3 者 の 虫 卵 の 間 で 殆 ん ど 差 が 認め られ 
な か っ た . Hb, ネ っ か ら の 妥 卵 は 長径 平均 73.5 + 
4.88, 短 筆 平均 45.3 + 2.1g CREEL ME © Eb tk 
1.62 (1.4—1.9), ダイ ュ コク ネズ ミ の も の で は 長径 平 
Wy 78.6 + 7.6g, 短 径 平均 44.8 + 4.5g で 長径 と 
feo It 1.77 (0.8—2.60, また , 野生 動物 か ら の 
虫 卵 で は 長径 平均 74.3 + 3.9g, 短 径 平均 46.8 + 
2.80 GC, その 比 は 1.61 00.5—2.1) で 共に ウェ ステ 
ルマン 肺 吸虫 卵 より 小さ きぐ 円 味 を お び た 形 を し て い 
A. 卵 の 最大 幅 部 は 中 央 府 近 に ある も の が 70~80% 
を 占め る . 鉱 殻 の 厚 さ は 1. ユ 11.5g と 比較 的 薄く 均一 
で 無蓋 端 部 の 肥厚 は 殆 ん ど 認 め ら れず , その 後 端 部 に 
は 微小 突起 を 有する も の か が 約 半数 に 観察 され た . 然 
し , PAUUO EE PATRIE CUL, その 一 部 に ウェ ステ 
ルマン 肺 吸 虫 卵 租 で は ない が 末端 部 に 肥厚 を 認め る も 
の が あっ た ・. 尚 , この 野生 動物 の 工 便 は 竿 ノ 浦 お よび 
柳田 地区 の カニ = 採集 時 に 大 き な 央 の 上 で 発見 され た も © 
DC, 採集 し た それ ぞ れ 異な る 6 検体 に いずれ も 多数 
の 肺 吸虫 卵 が 証明 され た . 以上 の 如く , メタ セル カリ 
ア の 形態 お よび 実験 感染 に よっ て 得 ら れ た 成虫 な ら び 
に 上下 卵 の 特徴 か ら 今回 見 出さ れ た 肺 吸虫 を 宮崎 肺 吸虫 


Table 7. Measurements of eggs of P. miyazakii in feces of animals naturally 
or experimentally infected 
・ INo. of eggs Length Width Ratio Opercular width 
Animals measured Ch) (の (L/W) (n 2 
Cat 100 64.0-89.3 40.8-51 1.4-1.9 19.1-26.8 
(73.5 4.8) (45.3 4-2 や 1.62) (23.941: 7) 
Rat 50 66.8-87.2 40.0-50.3 1.4-2.1 18.5-26.3 
(78.6 7.6) (44.8 エ 4.5) (1.77) (22.1+3.1) 
Wild animal o0 65.5-82.5 2.03524 155-2«l 17.5-25.0 
(74.3 53.9) .8::2.8) (1.61) (19.2+2.8) 
Note : 1) Figures in parentheses are averages. 
2) The feces of wild animal were collected at Saonoura and Yanagida. 
The animals were estimated at weasels. 
と 同定 し た . 接し て 人 察 が 密集 し , 夏 に は 子供 達 の 憩い の 場所 に も 


考 Et 


目 然 界 に お ける 宮崎 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 は Bythi- 


nella 属 の 淡水 産 微 小 具 で ある こと が 初 鹿 ら (966) 
お よび 加茂 ら 1967) に よっ て 報告 され て 以来 , 宮崎 
肺 吸虫 の 各 分 布地 で その 自然 感染 が 証明 され て いる . 
今回 の 調査 で 採集 し た この 微小 上 只 は ホラ アナ ミ ジ ン = 
ナ Bythinella (Moria) nipponica Mori, 1937 と 同定 
され , 更に 本 種 内 の 野 母 半島 に お ける 分 布 は 新 産地 で 
ある こと が 確認 され た ( 波 部 忠重 博士 私 信 ). これ ま 
で の 長崎 県 に お ける 宮崎 肺 吸虫 の 調査 Orid, 1962, 
1966) で は 第 1 中 間 宿 主 に つい て 明らか に され て いな 
v2 今回 , 初め て ホラ アナ ミ ジ ン ニ ナ か ら 肺 吸虫 レ 
ジア お よび セル カリ ア の 自然 感染 が 証明 され た . た 
だ , この 感染 内 は サワ ガニ の メタ セル カリ ア 寄 生 率 が 
取 も 高い 竿 ノ 浦 地区 か ら の み 発 見 され た も の で その 他 
の 地区 で は 未だ 自然 感染 を 認め て いな い . 今後 更に 調 
査 が 必要 で ある と 考え られ る . レジ ア お よび セル カリ 
アァ の 形態 は 種 に よる 特徴 が 乏しい た め 感 染 実験 に よっ 
て 成虫 を 得 て 同 定 する 必要 が ある . AL, 今回 , 見 出 
され だ た これら の 肺 吸虫 幼 下 の 計測 値 は 既に 報告 され た 
Kamo et al. (1967), 初 鹿 (1967), 西田 ら (1969), 
橋口 ら 0974) の 記載 と 殆 ん ど 一 致し , 宮崎 肺 吸虫 の 
それ と 考え られ る . 

次 に 長崎 県 下 ひ サワ ガニ に お ける メタ セル カリ ア の 
寄生 分 布 状況 に つい て は 既に 片 峰 ら (1962, 1966) が 
諫早 , 五島 な どの 6 河川 で 0.7~22.69% QEÉ$94.492) 
の 感染 を 認め て いる . AL, 今回 の 野 母 半 島 に お ける 
サワ ガニ の 調査 で は 2.9~73.7% (平均 47.7 め ) と き 
わ め て 寄生 率 が 高い ・ な か で も 最も メタ セル カリ ア 容 
生 が 高 率 で あっ た 竿 クノ 浦 お よび 柳田 地区 で は 渓流 に 近 


な っ て いる こと な どか ら そ の 地区 に 住む 家畜 や 住民 へ 
の 感染 の 可能 性 が 充分 に 考え られ る . また , 竿 ノ 浦 地 
区 に お ける 5 ヶ年 間 の 追跡 調査 で は , その 寄生 率 に 殆 
ん と 変動 が か み ら れ ず 70~80% の 高い 寄生 が 保持 され 
て いた . pj, この 地区 の 渓流 で 採集 し た 6 検体 の 糞便 
(イタ チ の も の と 思わ れる ) か らい ずれ に も 多数 の 肺 
吸虫 卵 が 証明 され , この 山間 部 に 生息 する 動物 に 高 率 
の 肺 吸 虫 感染 が 想像 され る . 

宮崎 肺 吸 虫 メ スタ セル カリ ア の 形態 は ウェ ステ ルマン 
肺 吸 虫 に 一 見 よく 似 て いる が , その 内 膜 径 は 大 きく 内 
膜 の 厚 さ も 厚く , Codoulicudesrteotts sir 
が な く 黄 色 を 呈し て いる こと , 更に は 窪 刺 下 を 欠く も 
の が 普通 で , も し それ が あっ て も 非常 に みにくい こと 
が その 特徴 と きれ て いる . また 小宮 ら 0960 は 外 膜 
外側 の 無色 透明 な 被膜 の 有無 は 種 の 同定 に 必ず し ゃ 決 
定 的 特徴 と な りえ な い が , その 存在 は 宮崎 肺 吸虫 メタ 
セル カリ ア に 特有 の も の で あろ うと 述べ て いる . 著者 
ら か が 観察 し た メタ セル カリ ア に つい て も 上 記 の 形 熊 的 
諸 特 徴 と ょ よく 一 致し , その 一 部 た に は これ ら の 被膜 が 認 
め ら れ た こと な どか ら 宮 崎 肺 吸虫 と 考え 々 られる. 

成虫 に つい て の 鑑別 点 の 一 つ は 宮崎 (1966, 1964) 
が 指摘 し て いる よう に 卵巣 の 分 岐 状 態 と 皮 和 一 の 生え ぇ 方 
CHS. Hh, MMS ROM AeA» & HMR mido 
TRO type 4 ANC peg LC 5:3 ll, Sc ese 
CHE mv BERRA A: COMED itid m, sB 
ゆる P. kellicotti-P. miyazakiü 刑 に 一 致し た . 3 
に , 宮崎 肺 上 吸虫 の ネ ュ を 用 いた 実験 感染 (富村 ら , 19 
64, 1965; WED, 1967), 同じ く ネ ュ に お ける 自然 
感染 QD, 浜島 , 1971) か ら 得 た 虫 体 の 討 測 値 と も 
よく 一 致す る . また , 得 ら ち れ た 上 虫 体 の 体長 と 体 幅 の 比 
は 宿主 の 種類 や 発育 の stage に 余り 影響 な た く 略 一 定 


Ot 
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ey 平均 る 3 (129590, 1] で ある た これ は ウデ 結 
ルマン 肺 吸虫 が 1.8 (.6—2.1) COE, 1967) で あ 
る の と 比較 する と 体 幅 が 栓 狂い 傾向 を 示し て いる . 
一 方 , 申 体 の 発育 状況 を みる と ネコ と ダイ コク ネズ 
ミ で は その 大 き さ に 著 し い 差 が み ら れ , ネ ュ が 本 肺 吸 
昌 の 好適 宿主 で ある こと が 示唆 され た . 更に 感染 後 21 
日 目 の 忠 体 で も 卵巣 の 分 岐 を は じ め 精 巣 , 子宮 お よび 
子宮 内 卵 の 形成 が みなみ られ た こと は 仔 矯 を 使っ た ウ = A 
テル マン 肺 吸虫 の 感染 実験 QU. 1964) や ダイ コク 
ネズ スミ に お ける 宮崎 肺 吸 虫 の 感染 実験 (橋口 , 1968: 
多田 , 1969) の 成績 と 比べ て 著しく 速やか で ある . 
虫 卵 で は その 大 部 分 が 中 央 部 に 最大 幅 を 有 し 卵 帝 も 
薄く 均一 で 無蓋 端 部 の 肥厚 も 殆 ん ど 認 め ら れ な か っ 
fo. これ ら の 特徴 は 宮崎 肺 吸虫 の を れ と よく 一 致し , 
大 き さ の 対 測 値 も 従来 の 記載 (Kamo et al., 1961; 
富村 ら , 1964; FI% b, 1966; 浜島 ら , 1968) LWE— 
KTS. 

以上 の 如く , 今回 の 調査 で 得 た セル カリ ア , メタモ 
ルカ リア お よび その 実験 感染 で 得 た 成虫 , 虫 卵 な ど に 
つい て 記載 し た が , その 知見 か ら 宮 崎 肺 吸虫 と 同定 さき 
di 
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宮崎 肺 吸 虫 の 分 布 調査 の 目的 で , 長崎 県 野 母 半島 の 
ホラ アナ ミ ジ ン ニ ナ お よび サワ ガニ = に 寄生 する 肺 吸 虫 
幼虫 の 検索 を 行ない , 次 の 様 な 結果 を 得 た . 

1) 竿 ノ 浦 地区 で 採集 し た 91 個体 の ホラ アナ ミ ジ 

= ニナ の 5 ち 1 個体 に 肺 吸 昌 レジ ア な ら び に セル カリ ア 

の 自然 感染 が 証明 され た . 

2) 調査 し た 11 地区 の サワ ガニ に は いずれ も る 肺 吸虫 

メタ セル カリ ア の 寄生 を 認め た . その 寄生 率 は 2.9~ 

73.7 欠 と 地区 に より 著しい 差 が 女 ら れ た が , cuu um 

率 で 平均 47.7 で あっ た . また , 陽性 の カニ = 1 個体 

当り の メタ セル カリ プア 寄生 数 は 4.6 個 (最高 A708) C 

あっ た . 

ee れ ら の 幼虫 や 実験 的 感染 に よっ て 得 ら れ た RE 
びに 虫 卵 な どの 形態 的 特徴 か ら 宮崎 肺 吸虫 と 同定 

され た 

4 ) 今回 の 調査 で 長崎 県 に お ける 宮崎 肺 吸虫 の 濃厚 な 

浸 淫 地区 が 明らか に され た. 従っ て , 野 母 半 島 を 本 肺 

Re OM LV op i et し て 追加 した. 
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ne, 20(6), 462-468. 

2) 橋口 義久 , 宮崎 一 郎 (1968) : 宮崎 肺 吸虫 Paragonimus miyazakit Kamo, Nishida, Hatsushika et 
Tomimura, 1961 に よる アキ ョ ン ホ ラ ア ナミ ジン ニナ Bythinella (Moria) nipponica akiyoshiensis (Kuroda 
et Habe, 1957) へ の 感染 実験 . 寄生 虫 誌 , 17, 10-18. 
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Explanation of Photographs 


Photo. 1. Bythinella (Moria) nipponica Mori, 1937. (A scale is 1.0 mm) 

Photo. 2. Second generation redia from naturally infected snail. (Scale : 120 p 

Photos. 3 & 4. Cercariae from naturally infected snail. (Scale : 50 4) 

Photo. 5. Encysted metacercaria of P. miazakii. (Scale: 200 "y 

Photo. 6. Excysted metacercaria of P. miyazakii. (Scale: 250 p) 

Photo. 7. The lung of experimentally infected cat containing the worm cysts. 

Photo. 8. Holotype of the worms, P. miyazakii : 220 days after infection, 60 days, 21 days, 
respectively. (Scale: 5.0 mm) 

Photos. 9. 10 & 11. Microphotographs of ovary. 


Photo. 12. Cuticular spines on the meta-ventral body surface. 
Photo. 13 & 14. Eggs from the feces of animals experimentally and naturally infected, 
respectively. (Scales: 20 z) 


